
ぅ
。
叉
総
列
か
ら
引
離
れ
て
ゐ
た
鑓
に
後
悦
に
は
引

能
と
も
い
う
た
。
そ
の
起
阪
は
不
明
で
あ
る
が
、
寛

文
十
一
年
=
一
周
長
竹
之
助
述
房
に
新
知
千
石
を
賜
は

り
人
持
抽
出
と
な
っ
た
の
が
初
で
あ
ら
う
。
是
よ
り
以

前
箆
永
十
三
年
捌
七
郎
兵
衛
秀
泊
が
無
役
人
持
に
召

関
さ
れ
て
千
石
を
賜
は
っ
た
の
も
此
の
雄
な
る
べ

く
、
此
の
子
右
京
秀
林
に
歪
つ
て
は
末
席
で
あ
る
こ

と
礎
資
で
あ
る
。
天
和
三
年
前

m奥
十
郎
孝
行
、
資

永
四
年
本
多
木
工
政
質
・
前
聞
大
炊
挙
資
召
出
さ
れ

て
掴
右
京
上
列
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
年
寄
衆
の
子

息
は
皆
こ
の
離
に
列
し
た
の
で
あ
り
、
事
保
年
聞
に

至
つ
て
は
今
校
中
一
水
恒
明
・
本
多
額
俳
政
恒
・
津
田
修

理
敬
傭
・
前
回
大
察
知
雄
・
成
瀬
伊
織
笛
鹿
・
中
川
八

郎
右
衛
門
長
裕
等
が
召
出
さ
れ
千
石
を
賜
は
っ
て
ゐ

る
が
、
こ
れ
等
は
何
れ
も
御
家
老
役
の
子
で
、
此
の

孤
に
列
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
事
保
十
年
前
問
中
川

震
直
明
が
召
関
さ
れ
て
か
ら
は
、
御
年
寄
衆
の
子
息

は
此
の
磁
で
な
く
、
御
家
老
の
子
息
は
今
校
中
川
水
の

格
で
此
の
磁
に
召
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
o
此
の

後
ま
た
定
番
町
等
よ
り
昇
越
し
、
此
の
列
に
笠
っ
た

者
も
多
い
。
寛
政
七
年
十
二
用
人
持
末
席
に
組
入
を

命
ぜ
ら
れ
、
年
関
御
種
鵡
び
に
例
用
出
仕
に
は
何
れ

も
人
持
の
次
に
列
し
た
。

ヒ
ト
モ
ト
グ
ザ
一
本
種
二
加
。
前
回
光
高
の

著
。
同
文
を
以
て
、
伊
勢
の
御
師
の
許
に
宿
っ
た
人

人
が
、
喜
怒
哀
楽
愛
感
欲
の
こ
と
ど
も
を
倒
附
と
問

答
L
た
趣
を
記
す
る
。
徳
川
家
党
の
命
に
よ
っ
て
撰

じ
た
も
の
と
い
ふ
。

ピ
ナ
比
那
珠
洲
郡
布
捕
の
内
の
小
字
。
も
と

奨
那
と
醤
い
た
。

ヒ
ナ
タ
-
-
雛
谷
羽
咋
郡
和
聞
の
内
の
小
手
。

ヒ
ナ
プ
日
カ
シ
ュ
ウ
ヒ
ヤ
タ
Z

ン
イ
ツ
シ
ユ
夷

曲
歌
集
百
人
一
首
一

mmo
天
保
十
一
一
年
民
子
七
十

包
ト

l
E
-

三
齢
菅
原
長
線
ハ
本
阿
弼
氏
〉
の
序
が
あ
る
。
西
南
宮

難
馬
が
加
賀
の
狂
歌
師
百
人
の
作
を
集
め
た
も
の

で
、
一
頁
傍
に
彩
色
肢
で
作
者
の
宵
像
と
そ
の
作
献

が
砲
さ
れ
て
ゐ
る
。
巻
頭
に
古
今
亭
に
於
け
る
狂
歌

曾
の
闘
が
あ
り
、
議
馬
の
金
稼
入
景
の
詠
も
紙
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
仮
元
は
金
裸
松
浦
普
助
。

ヒ
ナ
マ
ツ
ロ
雛
祭

J
ジ
ヨ
ウ
ミ
上
巳
。

ヒ
-
-
ン
非
人
元
隊
四
年
二
周
公
事
揚
の
申
渡

に
よ
り
、
非
人
等
に
穣
内
煩
か
ら
非
入
札
と
帯
す
る

銭
札
を
交
附
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
橋
上
・
川
原

或
は
門
側
等
に
起
臥
す
る
者
を
非
人
頭
が
札
し
、
障

川
柳
原
及
び
浅
野
川
中
島
村
に
設
け
た
非
人
小
屋
に

攻
容
し
た
。
之
を
札
持
乞
食
と
窮
す
る
。
札
持
乞
食

に
し
て
相
話
の
資
力
あ
る
に
至
っ
た
者
は
、
そ
の
既

に
て
自
ら
小
屋
掛
を
な
さ
し
め
、
之
を
小
屋
待
乞
食

と
い
ひ
、
芸
子
を
有
し
て
次
第
に
戸
口
が
増
殖
し
た
。

非
人
小
屋
に
は
非
人
の
金
政
を
牧
容
し
得
ぬ
か
ら
、

札
持
乞
食
で
な
い
も
の
も
跨
り
、
そ
れ
を
徴
乞
食
と

稿
し
た
c
領
外
か
ら
入
っ
て
来
る
職
探
的
乞
食
は
、
凡

ぺ
て
再
び
領
外
に
放
逐
せ
ら
れ
た
。
非
人
小
屋
に
は

別
に
石
川
端
笠
舞
に
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
滞
直
接

の
施
設
で
あ
り
、
融
業
的
乞
食
に
ま
で
堕
務
せ
ぬ
窮

民
を
の
み
牧
容
し
た
の
で
あ
る
。
非
人
の
群
は
明
治

四
年
入
居
廿
八
日
太
政
官
謹
に
よ
り
駿
せ
ら
れ
た
。

ヒ
-
-
ン
ガ
シ
ラ
非
人
頭
承
路
一
元
年
加
賀
滞
は

藤
内
顕
支
配
の
者
に
就
き
、
七
人
の
非
人
顕
を
擦
ば

し
め
、
石
川
郡
中
村
領
・
加
賀
郡
浅
野
中
島
村
領
に

居
屋
敷
を
奥
へ
た
が
、
そ
の
う
ち
申
村
は
、
寛
文
十

ご
年
六
周
の
洪
水
に
流
失
し
た
か
ら
、
笠
鐸
村
領
の

川
原
を
替
地
と
し
た
。
非
人
顕
は
金
棒
町
中
の
非
人

を
取
締
り
、
窮
死
し
た
非
人
を
掠
り
、
藤
内
顕
に
預

け
ら
れ
て
ゐ
る
囚
人
の
揃
継
を
取
り
、
武
家
・
町
方

に
古
同
事
あ
る
時
米
銭
を
乞
ひ
、
正
周
・
銑
・
節
句
に
も

施
奥
を
求
め
、
家
渠
と
し
て
は
竹
子
皮
の
草
履
又
は

下
駄
の
鼻
緒
を
作
っ
た
。
非
人
顕
が
郡
部
に
出
で
a
A

勧
進
す
る
時
は
、
特
に
ヨ
カ
レ
左
衛
門
と
穏
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

ヒ
ユ
ン
キ
ヨ

εツ
非
人
清
光
万
工
に
非
入
浴

光
と
稽
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
作
が
慨
に
珍
重
せ

ら
れ
る
。
刊
本
に
之
を
播
路
大
録
藤
原
清
光
の
こ
と

で
あ
る
と
す
る
も
の
は
設
で
、
播
路
大
隷
は
富
山
の

住
人
で
あ
る
。
非
人
清
光
は
金
棒
郊
外
笠
舞
の
非
人

小
屋
に
政
容
せ
ら
れ
て
ゐ
た
震
の
講
で
、
寛
文
末
又

は
延
箆
初
年
に
長
兵
衛
清
光
が
こ
L
に
入
り
た
る
に

起
り
、
そ
の
子
長
右
衛
門
清
光
及
び
長
右
衛
門
の
子

長
兵
衛
清
光
三
代
に
亙
っ
て
ゐ
る
。
し
か
し
非
人
清

光
と
し
て
賞
賛
せ
ら
れ
る
佳
作
は
延
賓
頃
と
見
ら
れ

る
も
の
が
多
い
か
ら
、
初
の
長
兵
衛
清
光
で
あ
ら
う
。

ヒ
-
-
ン
ゴ
ヤ
非
人
小
屋
非
人
小
屋
は
加
賀
滞

の
施
設
し
た
数
賃
制
度
で
あ
る
。
寛
文
九
年
領
内
の

鏑
候
照
を
失
ひ
、
河
水
暴
縫
し
て
、
五
底
入
千
石
の

岡
を
鏑
じ
、
死
者
十
人
を
出
し
、
乞
食
と
な
る
者
亦

多
か
っ
た
か
ら
、
前
回
綱
紀
は
十
周
十
二
日
よ
り
十

九
日
に
歪
る
ま
で
、
金
縛
玉
泉
寺
及
び
東
本
願
寺
末

寺
に
於
い
て
施
掲
を
行
は
し
め
、
叉
各
都
よ
り
入
り

来
る
窮
民
の
獄
を
調
査
せ
し
め
た
。
次
い
で
翌
十
年

綱
紀
は
郊
外
野
田
村
に
幅
十
一
関
長
二
百
四
十
聞
の

地
を
質
し
て
一
大
施
行
腕
を
設
け
し
め
、
粥
を
窮
民

に
給
す
る
こ
と
五
周
サ
八
日
か
ら
六
周
十
五
日
に
至

っ
た
が
、
そ
の
第
一
日
に
要
し
た
白
米
は
四
十
二
.
石

で
あ
っ
た
。
次
い
で
綱
紀
は
、
彼
等
の
申
自
ら
生
計

を
維
持
す
る
能
は
ざ
る
も
の
を
牧
容
す
る
震
、
城
南

笠
僻
村
に
撒
棟
の
廠
舎
を
諮
り
、
六
周
廿
二
日
よ
り

牧
容
を
開
始
し
、
七
周
十
六
日
に
歪
り
千
七
百
五
十

三
人
を
披
へ
た
。
こ
れ
が
務
宋
に
至
る
ま
で
織
鍛
し

た
非
人
小
屋
で
、
名
は
非
人
小
屋
で
あ
る
が
貨
は
蚊

貧
小
量
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
小
屋
の
敏
凡
ぺ
て
四

十
五
棟
、
地
蔵
ご
町
歩
に
及
び
、
食
物
は
男
一
日
米

=
一
合
、
女
二
合
、
外
に
盟
一
句
五
才
、
味
噌
五
才
を

給
し
、
病
者
は
男
米
五
合
、
女
ご
合
五
句
以
上
と
し
、

兇
賞
も
そ
れ
ん
'
¥
差
等
が
あ
っ
た
。
薪
材
一
日
一
一
百

日
宛
、
冬
季
は
五
十
日
を
増
し
、
衣
服
は
季
節
に
随

ひ
、
太
布
路
子
一
・
袷
一
・
古
手
納
入
一
を
奥
へ
た
。

叉
滞
外
か
ら
来
た
窮
民
は
待
遇
最
も
厚
く
、
食
料
は

病
者
に
准
じ
、
病
め
ば
態
療
を
加
ヘ
、
治
徳
の
後
衣

服
・
旋
m
R
を
奥
へ
、
人
を
附
し
て
領
境
に
法
b
故
郷
に

還
ら
し
め
、
死
す
る
時
は
そ
の
本
貰
の
明
ら
か
な
る

者
は
之
を
通
知
し
、
歳
時
に
識
経
供
養
し
た
。
非
人
小

屋
の
主
任
は
算
用
語
奉
行
と
町
奉
行
で
、
非
人
小
屋

裁
許
奥
力
搬
入
賞
務
に
常
り
、
本
道
・
外
科
の
鴎
附

を
置
き
、
足
醗
・
小
者
数
十
人
之
に
鴎
し
、
叉
牧
容

者
中
よ
り
選
ば
れ
て
病
者
の
宥
純
と
火
災
の
防
備
に

常
る
者
あ
り
、
男
女
室
を
異
に
し
、
兇
暴
な
る
者
は

緩
房
に
拘
束
し
、
非
誕
あ
る
者
は
直
に
罰
し
又
は
公

事
制
婦
に
治
っ
た
。
牧
容
者
中
業
務
に
地
へ
る
者
は
抑
制

細
・
寸
穆
・
蹴
か
せ
・
草
雌
製
諮
等
に
・
従
事
せ
し
め
、

刀
工
消
光
の
如
き
特
設
あ
る
者
も
亦
牧
容
せ
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
非
人
小
屋
に
牧
容
せ
ら
れ
る
に
は
町

奉
行
・
郡
奉
行
の
申
抑
制
に
基
づ
く
を
普
遁
と
す
る
が
、

叉
自
ら
之
を
競
ふ
者
も
あ
り
、
小
屋
附
足
樫
も
市
内

を
巡
行
し
て
飢
民
・
棄
児
を
牧
容
し
た
。
叉
枚
容
者

に
し
て
濁
立
生
計
の
計
識
を
立
て
得
た
時
は
、
若
干

の
金
殺
を
奥
へ
て
退
去
す
る
を
許
し
、
親
戚
故
萄
の

遮
ら
し
む
べ
き
あ
れ
ば
保
殺
扶
養
を
命
じ
、
奴
蝉
と

し
て
使
役
せ
ん
こ
と
を
乞
ふ
者
あ
れ
ば
之
を
交
付
し

た
。
降
っ
て
務
末
に
芸
っ
て
陵
限
三
年
三
局
十
九
日

前
悶
鹿
療
は
非
人
小
屋
を
巡
親
し
た
が
、
サ
一
日
老

臣
村
井
長
在
を
召
し
て
、
そ
の
屋
舎
衣
食
の
供
給
を

殴
替
す
る
腕
あ
ら
し
め
、
四

R
九
日
に
は
又
窮
民
の

七

o=
一


